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※ 予算額には令和５年度補正予算（政府補正予算対応分）を含む。括弧書きがないものは、全額令和６年度当初予算。◎…新規、拡充

Ⅰ 令和６年度 県土整備部における主要施策の体系

(３)カーボンニュートラルの実現に向けた県土づくりの推進

(２)社会インフラ等の効率的・効果的な更新・整備等の推進

◎まちなか賑わい空間形成事業費 17,245千円
地元自治体や関係機関との連携による、まちなか賑わいのための
道路等の空間形成とまちづくりの一体的な推進

・都市公園活用推進事業費 683,817千円
都市公園の魅力向上に向けた計画的な施設更新及び利用者のため
の環境整備

・交通安全道路事業費 4,398,256千円（R6:3,397,822千円）
事故危険箇所、交通渋滞の解消のための交差点改良や、通学路の
合同点検を踏まえた歩道整備等の安全対策の実施

・流域下水道事業【公営企業会計】(うち流域下水道整備)
2,997,434千円(R6:2,410,195千円)

快適な生活環境の確保のための県内４処理区の処理場及び管路施設の改築更新等の実施
◎やまがたの誇れる景観魅力発信事業費 4,200千円

ＳＮＳや景観ガイドブック等を活用した本県の魅力的な景観の情報発信等の実施、景観を保
全する取組みへの感謝状贈呈及び交流イベントの開催

◎良質住宅ストック形成推進事業費（再掲） 676,148千円
快適に長く暮らすことができる住宅の新築及びリフォームに対する支援等

３ 山形暮らしの魅力向上を支える県土の形成

４ 建設ＤＸによる生産性向上と人材の育成・確保

２ 交流を支える交通ネットワークの充実強化１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

令 和 ６ 年 ２ 月

◎道路施設長寿命化対策事業費、河川管理施設長寿命化対策事業費、砂防関係施設長寿命化
対策事業費、空港安全対策事業費(うち空港施設長寿命化対策)、港湾施設長寿命化対策事業費

14,599,925千円（R6:7,703,875千円）
公共土木施設の耐震化をはじめとした長寿命化対策（点検、補修、更新）、緊急自然災害
防止対策事業債を活用した、劣化状況に応じた効果的な道路舗装のメンテナンスの実施

◎酒田港整備事業費、国直轄港湾事業費負担金、酒田港施設整備費【特別会計】（うち洋上風力発電）
4,238,000千円

洋上風力発電の拠点となる酒田港の埋立護岸、ふ頭用地等の整備

◎空港整備事業費（うち空港脱炭素化推進） 20,475千円
山形空港の脱炭素化推進計画の策定及び庄内空港の脱炭素化を検討するための
基礎調査の実施

・流域下水道事業（うち汚泥再生利用） 505,778千円
流域下水道事業で発生する下水汚泥の活用による堆肥化や消化ガス発電等の実施

◎良質住宅ストック形成推進事業費（再掲） 676,148千円
快適に長く暮らすことができる住宅の新築及びリフォームに対する支援等

・国直轄道路事業費負担金 9,003,273千円（R6:8,374,950千円）
国直轄高規格道路等の整備促進(県が事業費の一部を負担) 

・道路改築事業費 5,178,669千円（R6:2,482,920千円）
ＩＣアクセス道路等の整備、県管理の国道や県道における道路
改良やバイパスの整備

・空港整備事業費 471,255千円
山形空港の滑走路等舗装改良及び航空灯火更新等

・酒田港施設整備費【特別会計】
（うちふ頭舗装改良、上屋照明灯更新） 120,500千円
ふ頭の舗装改良、上屋照明灯のＬＥＤ化の実施

・酒田港整備事業費（うち外航クルーズ船受入体制整備） 9,100千円
外航クルーズ船受入れのための保安対策の実施

・建設ＤＸ推進事業費 12,084千円

山形県建設ＤＸ推進戦略に基づく整備ＤＸ、メンテＤＸ、

行政ＤＸ、人材ＤＸの推進、３次元データを扱うための環

境整備やＩＣＴ関連研修等による受発注者双方の人材育成

◎道路空間ＤＸ事業費 85,050千円

県管理道路の３次元点群データの整備及び仮想空間を活用

した効率的な設計・点検等の実施

◎建設業魅力発信事業費 2,044千円

建設業の魅力を中学生等の若い世代等に発信していくため

のコンテンツの作成等の支援

◎建設業人手不足対策事業費 4,619千円

建設業における外国人材受入れに向けた調査等の実施

・やまがたの木造住宅建設担い手育成事業費 7,863千円

若手大工の技能習得に対する支援、高校生等を対象とした

大工職人の魅力を伝えるセミナーの開催等

・県土形成企画事業費 1,213千円

若手職員による政策課題の研究会等の開催

(１)地震災害や大雨・大雪など激甚化・頻発化する気象災害に強い県土づくりの推進

３次元データを活用した道路維持管理

建設ＤＸ推進戦略 ４つの柱

県市町村若手職員を集めた
まちづくりワークショップ

砂防施設(人家、避難所の保全)

酒田港の整備（酒田市）

防災ベッドの例

緊急輸送道路上の橋梁耐震化
（新庄市）

R5.12.2米沢北バイパス供用開始

道路改築事業の例
(国)２８７号 豊穣橋(米沢市)

通学路の合同点検

緊急輸送道路における橋梁架替
（庄内橋：酒田市・庄内町）

河川整備（大旦川/村山市）

～災害・雪に強い地域づくりの推進～
（道路改築・無電柱化）
・道路改築事業費、交通安全道路事業費、街路整備事業費（うち緊急輸送道路整備、無電柱化）

6,790,045千円（R6:4,190,274千円）
（落石・雪崩防止対策、除雪等）
・災害に強いみちづくり事業費 1,384,354千円（R6:824,580千円）
・雪に強いみちづくり事業費 1,649,986千円（R6:873,198千円）
・道路除雪費 6,268,706千円

緊急輸送道路や孤立の危険性がある集落へのアクセス道路の整備、落石・雪崩防止
対策による防災機能の強化等

（土砂災害対策等）
・土砂災害対策事業費（砂防、地すべり、急傾斜地）5,109,348千円（R6:2,737,398千円）

土石流等の土砂災害を防止するための砂防えん堤や地すべり防止施設の整備等
・盛土災害防止対策事業費 85,361千円

「盛土規制法」に基づく既存盛土の実態調査等

～国や市町村等との連携による最上川水系などでの「流域治水」の推進～
（ハード対策）
・河川整備補助事業費、河川整備単独事業費、国直轄河川事業費負担金

11,707,304千円（R6:3,161,933千円）
最上川水系流域治水プロジェクト等に基づく、浸水被害の軽減を図るための計画
的な河川整備の推進

・河川流下能力向上・持続化対策事業費 802,000千円
河川の流下能力確保のための、堆積土砂や支障木の撤去等の推進

（ソフト対策）
・洪水警戒情報提供事業費、土砂災害警戒避難情報提供事業費 204,750千円

雨量や河川の水位、土砂災害危険度情報などの効果的な県民への提供の推進

～地震による家屋倒壊から命を守る取組みの推進～
（住宅対策）
◎良質住宅ストック形成推進事業費 676,148千円

住宅の耐震改修に対する支援及び防災ベッド、耐震シェルターの導入などの減災対策
を行う住宅改修に対する緊急支援等

２



 



Ⅱ－1　令和６年度当初予算案　主要事業一覧

　　部局名：県土整備部　

※予算額には、令和５年度補正予算（政府補正予算対応分）を含む。

（単位：千円）

番号 担 当 課 事　　業　　名

予算額
(下段括弧書
きは、うち、
Ｒ６当初分)

区分 事　　業　　概　　要

 １　安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

1
道路整備課
都市計画課

道路改築事業費
交通安全道路事業費
街路整備事業費
（うち緊急輸送道路整備、無電柱
化)

6,790,045
(4,190,274)

・緊急輸送道路及び孤立の危険性があ
　る集落へのアクセス道路の整備
・防災機能の強化を図るための無電柱
　化の実施

2 道路保全課 災害に強いみちづくり事業費
1,384,354
(824,580)

・緊急輸送道路及び孤立の危険性があ
　る集落へのアクセス道路の落石防止
　対策等の実施

3 道路保全課 雪に強いみちづくり事業費
1,649,986
(873,198)

・緊急輸送道路及び孤立の危険性があ
　る集落へのアクセス道路の雪崩対策
　等の実施

4 道路保全課 道路除雪費
6,268,706

(6,268,706)
・県管理道路の除雪の実施

5
砂防・災害
対策課

土砂災害対策事業費
（砂防、地すべり、急傾斜地）

5,109,348
(2,737,398)

・土砂災害を防止するための砂防えん
　堤や地すべり防止施設の整備、急傾
　斜地崩壊防止工事等の実施

6 管理課 盛土災害防止対策事業費
85,361

(85,361)

・「宅地造成及び特定盛土等規制法」
　に基づく規制区域の指定後の運用に
  資する既存盛土の実態調査の実施

7 河川課
河川整備補助事業費
河川整備単独事業費

9,180,429
(2,464,629)

・最上川水系流域治水プロジェクト等
　に基づく、浸水被害の軽減を図るた
　めの計画的な河川整備

8 河川課 国直轄河川事業費負担金
2,526,875
(697,304)

・最上川水系流域治水プロジェクト等
　に基づく、国直轄河川の整備促進
　（県が事業費の一部を負担）

9 河川課
河川流下能力向上・持続化対策
事業費

802,000
(802,000)

・河川の流下能力確保のための、堆積
　土砂や支障木の撤去及び土砂の再堆
　積抑制対策等の実施

10
河川課
砂防・災害
対策課

洪水警戒情報提供事業費
土砂災害警戒避難情報提供事業費

204,750
(204,750)

・河川砂防情報システムや土砂災害警
　戒システムによる県民への雨量や河
　川の水位情報、土砂災害危険度情報
　の効果的な提供の実施

　（１）地震災害や大雨・大雪などの激甚化・頻発化する気象災害に強い県土づくりの推進

３



番号 担 当 課 事　　業　　名

予算額
(下段括弧書
きは、うち、
Ｒ６当初分)

区分 事　　業　　概　　要

11 建築住宅課 良質住宅ストック形成推進事業費
676,148

(676,148)
拡充

・防災ベッドや耐震シェルターの導
　入、居室部分の補強を行う住宅改修
　に対する緊急支援【新規】
・山形の厳しい気候でも快適に長く暮
　らすことができる住宅の新築及びリ
　フォームに対する支援

　（２）社会インフラ等の効率的・効果的な更新・整備等の推進

道路整備課
道路保全課

道路施設長寿命化対策事業費
12,732,159
(7,075,109)

拡充

河川課 河川管理施設長寿命化対策事業費
1,124,250
(237,000)

砂防・災害
対策課

砂防関係施設長寿命化対策事業費
401,260

(259,510)

空港港湾課
空港安全対策事業費
（うち空港施設長寿命化対策）

5,378
(5,378)

空港港湾課 港湾施設長寿命化対策事業費
336,878

(126,878)

　（３）カーボンニュートラルの実現に向けた県土づくりの推進

13 空港港湾課

酒田港整備事業費
国直轄港湾事業費負担金
酒田港施設整備費【特別会計】
（うち洋上風力発電関係）

4,238,000
(4,238,000)

拡充
・洋上風力発電の拠点となる酒田港の
　埋立護岸、ふ頭用地等の整備

14 空港港湾課
空港整備事業費
（うち空港脱炭素化推進関係）

20,475
(20,475)

拡充
・山形空港の脱炭素化推進計画の策定
・庄内空港の脱炭素化を検討するため
　の基礎調査の実施【新規】

15 下水道課
流域下水道事業【公営企業会計】
（うち汚泥再生利用関係）

505,778
(505,778)

・流域下水道事業で発生する下水汚泥
　の活用による堆肥化や消化ガス発電
　等の実施

16 建築住宅課
良質住宅ストック形成推進事業費
（再掲）

676,148
(676,148)

拡充

・防災ベッドや耐震シェルターの導
　入、居室部分の補強を行う住宅改修
　に対する緊急支援【新規】
・山形の厳しい気候でも快適に長く暮
　らすことができる住宅の新築及びリ
　フォームに対する支援

 ２　交流を支える交通ネットワークの充実強化

17 道路整備課 国直轄道路事業費負担金
9,003,273

(8,374,950)

・国直轄高規格道路及び国直轄道路の
　整備促進（県が事業費の一部を負
　担）

18 道路整備課 道路改築事業費
5,178,669

(2,482,920)

・一般国道や県道における道路改良や
　バイパスの整備
・ＩＣアクセス道路等の整備

19 空港港湾課 空港整備事業費
471,255

(471,255)

・山形空港における滑走路等舗装改良
　及び航空灯火更新等
・山形空港及び庄内空港における滑走
　路端安全区域（ＲＥＳＡ）の整備

12

・公共土木施設の耐震化をはじめとし
　た計画的な長寿命化対策（点検、補
　修、更新）
・緊急自然災害防止対策事業債を活用
　した道路舗装の老朽化対策の実施
　【拡充】

４



番号 担 当 課 事　　業　　名

予算額
(下段括弧書
きは、うち、
Ｒ６当初分)

区分 事　　業　　概　　要

20 空港港湾課
酒田港施設整備費【特別会計】
（うちふ頭舗装改良、上屋照明灯更
新関係）

120,500
(120,500)

・ふ頭の舗装改良、上屋照明灯の
　ＬＥＤ化の実施

21 空港港湾課
酒田港整備事業費
（うち外航クルーズ船受入体制整備
  関係）

9,100
(9,100)

・外航クルーズ船受入れのための保安
　対策の実施

 ３　山形暮らしの魅力向上を支える県土の形成

22 都市計画課 まちなか賑わい空間形成事業費
17,245

(17,245)
新規

・地元自治体や関係機関との連携によ
　る、まちなか賑わいのための道路等
　の空間形成とまちづくりの一体的な
　推進

23 都市計画課 都市公園活用推進事業費
683,817

(683,817)

・都市公園の魅力向上に向けた計画的
　な施設更新及び利用者のための環境
　整備の実施

24 道路整備課 交通安全道路事業費
4,398,256

(3,397,822)

・事故危険箇所、交通渋滞の解消のた
　めの交差点改良等
・通学路の合同点検を踏まえた歩道整
　備等の安全対策の実施

25 下水道課
流域下水道事業【公営企業会計】
（うち流域下水道整備）

2,997,434
(2,410,195)

・快適な生活環境の確保のための県内
　４処理区の処理場及び管路施設の改
　築更新の実施
・地震時においても下水道機能を確保
　するための管路施設の耐震化の実施

26
県土利用
政策課

やまがたの誇れる景観魅力発信
事業費

4,200
(4,200)

拡充

・ＳＮＳや「景観物語ガイドブック
　（日本語版・外国語版）」等を活用
　した本県の魅力的な景観の情報発信
　等の実施【拡充】
・景観を保全する取組みへの感謝状贈
　呈及び交流イベントの開催【新規】

27 建築住宅課
良質住宅ストック形成推進事業費
（再掲）

676,148
(676,148)

拡充

・防災ベッドや耐震シェルターの導
　入、居室部分の補強を行う住宅改修
　に対する緊急支援【新規】
・山形の厳しい気候でも快適に長く暮
　らすことができる住宅の新築及びリ
　フォームに対する支援

28 建築住宅課 空き家対策推進事業費
12,235

(12,235)

・良質な中古住宅の購入者への支援
・市町村との連携した空き家対策の
  実施

 ４　建設ＤＸによる生産性向上と人材の育成・確保

29 建設企画課 建設ＤＸ推進事業費
12,084

(12,084)

・山形県建設ＤＸ推進戦略に基づく、
　整備ＤＸ、メンテＤＸ、行政ＤＸ、
  人材ＤＸの推進
・３次元データを扱うための環境整備
　やＩＣＴ関連研修等による受発注者
　双方の人材育成

30 道路保全課 道路空間ＤＸ事業費
85,050

(85,050)
新規

・県管理道路の３次元点群データの整
　備及び仮想空間を活用した効率的な
　設計・点検等の実施

31 建設企画課 建設業魅力発信事業費
2,044

(2,044)
新規

・建設業の魅力を中学生等に発信して
　いくためのコンテンツ作成等の支援

５



番号 担 当 課 事　　業　　名

予算額
(下段括弧書
きは、うち、
Ｒ６当初分)

区分 事　　業　　概　　要

32 建設企画課 建設業人手不足対策事業費
4,619

(4,619)
新規

・建設業における外国人材の受入れに
　向けた調査等の実施
・建設キャリアアップシステムの普及
  促進

33 建築住宅課
やまがたの木造住宅建設担い手育成
事業費

7,863
(7,863)

・若手大工の技能習得に対する支援
・高校生等を対象とした大工職人の魅
　力を伝えるセミナーの開催
・住宅情報総合サイトの運営

34 管理課 県土形成企画事業費
1,213

(1,213)
・若手職員による政策課題の研究会等
　の開催

６



 施策の柱 番号 区分 主な事業 所管所属 担当電話番号 頁

1 　街路整備事業費 都市計画課
街路・区画整理担当
℡:023-630-2586

9

2 　災害に強いみちづくり事業費 道路保全課
管理調整担当

　℡:023-630-2904
10

3 　雪に強いみちづくり事業費 道路保全課
道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・市町村道担当

　℡:023-630-2608
11

4 　道路除雪費 道路保全課
管理調整担当

　℡:023-630-2904
12

5 　土砂災害対策事業費（砂防、地すべり、急傾斜地）
砂防・ 災害
対 策 課

砂防事業担当
℡:023-630-2633

13

6 　盛土災害防止対策事業費 管 理 課
県土強靭化推進室企画担当

℡:023-630-3138
14

7 　河川整備補助事業費 河 川 課
河川整備担当

℡:023-630-2616
15

9 　河川流下能力向上・持続化対策事業費 河 川 課
河川管理担当

℡:023-630-2619
16

10 　洪水警戒情報提供事業費 河 川 課
河川管理担当

℡:023-630-2619
17

10 　土砂災害警戒避難情報提供事業費
砂防・ 災害
対 策 課

砂防企画担当
℡:023-630-2614

18

11 拡充 　良質住宅ストック形成推進事業 建築住宅課
住まいづくり支援担当
℡:023-630-2649

19

12 拡充 　道路施設長寿命化対策事業費
道路整備課
道路保全課

橋梁・舗装担当 ℡:023-630-2626
道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・市町村道担当　℡:023-630-2608

20

12 　河川管理施設長寿命化対策事業費 河 川 課
河川管理担当

℡:023-630-2619
21

12 　砂防関係施設長寿命化対策事業費
砂防・ 災害
対 策 課

砂防事業担当
℡:023-630-2633

22

12 　港湾施設長寿命化対策事業費 空港港湾課
港湾担当

℡:023-630-2447
23

13 拡充
　酒田港整備事業費、国直轄港湾事業費負担金、
　酒田港施設整備費【特別会計】　（うち洋上風力発電）

空港港湾課
港湾担当

℡:023-630-2447
24

14 拡充 　空港整備事業費（うち空港脱炭素化推進） 空港港湾課
空港担当

℡:023-630-2629
25

15 　流域下水道事業【公営企業会計】（うち汚泥再生利用） 下 水 道 課
流域下水道経営担当

℡:023-630-2103
26

17 　高規格道路の整備状況 道路整備課
 高速道路整備推進室
　 ℡:023-630-2609

27

18 　道路改築事業費 道路整備課
道路整備・安全対策担当

℡:023-630-2592
28

19 　空港整備事業費 空港港湾課
空港担当

℡:023-630-2629
29

20
　酒田港施設整備費【特別会計】
　（うちふ頭舗装改良、上屋照明灯更新）

空港港湾課
港湾担当

℡:023-630-2447
30

21
　酒田港整備事業費
　（うち外航クルーズ船受入体制整備）

空港港湾課
港湾担当

℡:023-630-2447
31

22 新規 　まちなか賑わい空間形成事業費 都市計画課
都市計画担当

℡:023-630-2588
32

23 　都市公園活用推進事業費 都市計画課
都市公園担当

℡:023-630-3130
33

24 　交通安全道路事業費 道路整備課
道路整備・安全対策担当

℡:023-630-2592
34

25 　流域下水道事業【公営企業会計】（うち流域下水道整備） 下 水 道 課
流域下水道整備担当

℡:023-630-2757
35

26 拡充 　やまがたの誇れる景観魅力発信事業費
県 土 利 用
政 策 課

景観・地域づくり担当
℡:023-630-2578

36

28 　空き家対策推進事業費 建築住宅課
企画担当

℡:023-630-2637
37

29 　建設ＤＸ推進事業費 建設企画課
建設業振興担当
℡:023-630-2658

38

30 新規 　道路空間ＤＸ事業費 道路保全課
道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・市町村道担当

　℡:023-630-2608
39

31 新規 　建設業魅力発信事業費 建設企画課
建設業振興担当
℡:023-630-2658

40

32 新規 　建設業人手不足対策事業費 建設企画課
建設業振興担当
℡:023-630-2658

41

33 　やまがたの木造住宅建設担い手育成事業費 建築住宅課
建築行政担当

℡:023-630-2651
42

Ⅱ－２　令和６年度当初予算案　主な事業の内容

２
交流を支え
る交通ネット
ワークの充
実強化

４
建設ＤＸによ
る生産性向
上と人材の
育成・確保

３
山形暮らし
の魅力向上
を支える県
土の形成

１
安全・安心
で持続可能
な暮らしを
確保する県
土強靭化の
推進

 7



 





１．事業概要

平成23年に発生した東日本大震災では、緊急時に迅速な避難、物資輸送、医療・応急活動を円滑かつ確実に実施す

るための緊急輸送道路ネットワークの重要性が再認識され、特にこれらの道路については、豪雨や豪雪に対して強い

道路とする必要があります。

平常時・災害時を問わず、山形県内の主要な交通を担う県管理道路において、落石防止対策及び斜面崩落対策を実

施することで、災害による道路の寸断等による集落の孤立や広域迂回を防止し、緊急輸送道路及び孤立の危険性があ

る集落へのアクセス道路の安全・安心な交通の実現を図ります。

１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

２．令和６年度実施内容

（１）落石の防止対策

道路脇斜面からの落石等による危険性がある箇所等について、緊急輸送道路や孤

立の危険性がある集落へのアクセス道路を中心に、落石防止対策を実施します。

（２）斜面の崩落対策

急峻で崩落等の危険性がある斜面について、緊急輸送道路や孤立の危険性がある

集落へのアクセス道路等を中心に、斜面崩落対策を実施します。

◆災害に強いみちづくり事業費◆災害に強いみちづくり事業費

◆事例紹介 ： 落石防止対策 斜面崩落対策

（１）落石防止対策 （主）藤島由良線（鶴岡市油戸地内） 擁壁工+落石防護柵工

（２）斜面崩落対策 （主）蔵王公園線（山形市蔵王温泉地内） 擁壁補修＋上法面の植生

落石状況 対策前 対策後

対策前 対策後

１０



１．事業概要

山形県は、県全域が豪雪地帯に指定され、このうちの76％が「特別豪雪地帯」に指定されています。

雪による交通障害は、経済活動や日常生活に多大な影響をもたらすことから、雪崩予防柵等や防雪柵、消雪施設等

を整備・保全することで、安全で安心な冬期交通の実現を図ります。

１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

２．令和６年度実施内容

（１）冬期間も安心して通行できる道路の整備

緊急輸送道路や孤立の危険性がある集落へのアクセス道路

等を中心に、雪崩や地吹雪に対して雪崩予防柵等や防雪柵等

の整備・保全を行います。

（２）堆雪による交通障害の解消

冬期間における安全で快適な道路とするために、家屋連坦

箇所等における消雪施設の整備・保全を行います。

◆雪に強いみちづくり事業費◆雪に強いみちづくり事業費

修繕後

羽部の腐食

防雪柵修繕の例雪崩対策の例

無散水消雪（放熱菅）の例

修繕後破損状況

◆事例紹介 ： 雪崩対策、地吹雪対策

雪崩対策：（主）大江西川線【西村山郡西川町大井沢地内】

（整備前：雪崩発生状況） （整備後：雪崩予防柵設置完了）

地吹雪対策：（国）４５８号【最上郡鮭川村川口地内】

（整備前：地吹雪発生状況） （整備後：防雪柵設置完了）
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１．事業概要

山形の厳しい気候においても快適に長く暮らすことができる住宅の新築及びリフォームに対する支援を実施します。

２．令和６年度実施内容

（１）新築支援

一定量の県産木材を使用した高断熱・高気密住宅「やまがた省エネ健康住宅」の建設に対して補助金を交付。

◆良質住宅ストック形成推進事業費◆良質住宅ストック形成推進事業費

補助金額 募集戸数 要件

70万円（定額） 200戸
・やまがた省エネ健康住宅の認証を取得すること
・県産木材を一定量※以上使用すること など

やまがた省エネ健康住宅とは
最も寒い時期の就寝前に暖房を切っても翌朝室温が10度を下回らない高い断熱性能と、その断熱効果を高

める気密性能を有する住宅として県が認証。
冷暖房費を抑えることができ、健康への好影響やヒートショック防止にもつながります。

※住宅の延べ面積（㎡）×0.1㎥×50％

１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

（２）リフォーム支援

支援対象工事を含む住宅リフォームに対して県と市町村が協調して、補助金を交付。

令和６年度は一般リフォーム①減災対策の補助率・補助上限額を拡充。

支援対象工事 補助率 補助上限額

一般リフォーム

① 減災対策 ８／１０ 全ての世帯：30万円（うち県費15万円）

② 寒さ対策・断熱化
③ バリアフリー化
④ 克雪化
⑤ 県産木材使用

１／３
移住・新婚・子育て世帯：30万円

（うち県費15万円）

２／１０
上記以外の世帯：24万円

（うち県費12万円）

耐震改修 １／２ 全ての世帯：80万円（うち県費20万円）

【減災対策の例】
防災ベッド

【寒さ対策・断熱化の例】
二重サッシの設置

【克雪化の例】
屋根に融雪設備を設置

※補助率、補助上限額は市町村により異なります。

１９











１．事業概要

酒田港では、海洋再生可能エネルギー（洋上風力）発電設備

等の導入促進を図るため、令和５年12月に港湾計画を一部変更

し、外港地区に岸壁や航路・泊地、ふ頭用地等を新たに計画し

ました。その計画に基づいた以下の事業を基地港湾の指定を受

け実施します。

○ 大浜西ふ頭の整備 ○ 波除堤の整備

○ 岸壁及び航路・泊地の整備[国直轄事業(負担金)]

○ 高砂埋立護岸の整備（関連事業）

１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

２．令和６年度実施内容

・大浜西ふ頭の調査設計

・波除堤の調査設計

・高砂埋立護岸工事

◆酒田港整備事業費
◆国直轄港湾事業負担金
◆酒田港施設整備費【特別会計】（うち洋上風力発電関連）

◆酒田港整備事業費
◆国直轄港湾事業負担金
◆酒田港施設整備費【特別会計】（うち洋上風力発電関連）

電子地形図（国土地理院）を加工して作成

酒田市

112

７

位置図
事業箇所

（外港地区）

高砂埋立護岸
の整備(関連)

ふ頭用地

波除堤
の整備

大浜西
ふ頭
の整備

ﾌﾞﾚｰﾄﾞ ﾌﾞﾚｰﾄﾞ

ﾀﾜｰ

ﾅｾﾙ

洋上風力発電部材保管エリア

事前組立・資機材搬出入エリア

（大浜西ふ頭）

（岸壁）

岸壁とふ頭用地の利用イメージ

◆洋上風力発電関連整備（大浜西ふ頭、波除堤、高砂埋立護岸）のイメージ

洋上風力発電関連事業：
関連整備事業 ：

A A’

Ａ-Ａ’（高砂埋立護岸）

平面図

令和３年７月撮影

標準断面図

Ｂ-Ｂ’（波除堤）

大浜西ふ頭

波除堤

高砂埋立護岸

C C’

C-C’（大浜西ふ頭）
管理用
通路

越波対策

整地等

２４



１．事業概要

「ゼロカーボンやまがた2050」宣言に基づき、空港分野の温室効果ガスの排出削減に向けた取組みを実施します。

１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

２．令和６年度実施内容

≪山形空港≫空港脱炭素化推進計画の策定

≪庄内空港≫空港脱炭素化推進計画策定に必要な温室効果ガス排出量の測定や電力需要のシミュレーション等を

行う基礎調査の実施

◆空港整備事業費 （うち山形空港脱炭素化推進計画策定、庄内空港脱炭素化基礎調査実施）◆空港整備事業費 （うち山形空港脱炭素化推進計画策定、庄内空港脱炭素化基礎調査実施）

２０３０年まで

２０５０年まで

温室効果ガス排出量５０％削減（2013年比）

温室効果ガス排出実質ゼロを目指す

省エネ対策・再エネ導入拡大

新技術の導入

国土交通省 航空脱炭素推進基本方針：2030年度までに46％以上(2013年比）削減

【空港での取組みの例】
・再生可能エネルギーの利用
・地上作業や点検で使用する車両のEV化
・消費電力の抑制（旅客ターミナルの照明、空調の省エネや航空灯火のLED化等） など

目標 手法

◆空港の脱炭素化のイメージ

出典：国土交通省航空局「空港脱炭素化のための計画策定ガイドライン」
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１．事業概要

【堆肥化】

本県の流域下水道の汚泥処理については、全て県内の民間処理業者

へ委託し、高い割合で有効利用を図っています。

令和４年度の実績は、処理量の92.5％が再生利用され、54.7％をコ

ンポスト化（堆肥化）しています。

【消化ガス発電】

山形浄化センターでは、下水汚泥を消化タンクで加温し、消化（メ

タン発酵）させることで、汚泥の減容化を行っています。その消化過

程で副次的に発生する消化ガスを発電に利用し、電力の自給化を図っ

ています。

◎令和4年度電力自給率 約34％

２．令和６年度実施内容

【堆肥化】

今後も、肥料需要の状況把握・流通経路の確保等について、農政部

局と連携し、山形県汚泥リサイクル協議会との意見交換等で民間処理

業者の動向を注視しながら最大限の有効利用に努めます。

【消化ガス発電】

引き続き効率的な運転に努め、低炭素・循環型社会の構築に向けて

貢献していきます。

◆流域下水道事業【公営企業会計】（うち汚泥再生利用関係）◆流域下水道事業【公営企業会計】（うち汚泥再生利用関係）

処理数量 （比率）
コンポスト 12,598 (54.7%)
燃料化 8,709 (37.8%)
計 21,307 (92.5%)

焼却後埋立 506 (2.2%)
埋立 1,231 (5.3%)
計 1,737 (7.5%)

23,045 (100.0%)合計

有効利用

最終処分

◎令和４年度 下水汚泥処理状況 単位:t

コンポスト

55%

燃料化

38%

焼却後埋

立

2%

埋立

5%

１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進１ 安全・安心で持続可能な暮らしを確保する県土強靭化の推進

◆事例紹介

汚泥堆肥 固形化燃料

消化ガス発電施設（山形浄化センター）

消化ガス発電 （300kW)

燃焼処分

下水汚泥
（濃縮）

消化ガス
（メタンガス）

発電した電気は
汚水処理に使用

民間事業者によって、堆肥や
汚泥燃料として有効利用

下水汚泥
（消化汚泥）

No.２No.1

消化タンク

汚泥の加温は、
発電で生じる排熱を利用

No.３

脱水

２６



２ 交流を支える交通ネットワークの充実強化２ 交流を支える交通ネットワークの充実強化

象潟IC

(小砂川IC)

(女鹿IC)

(吹浦IC)

遊佐鳥海IC

遊佐菅里IC

遊佐比子IC

酒田中央IC

事業中

雄勝こまちIC

(金山IC)

(金山南IC)

新庄真室川IC

新庄鮭川IC

尾花沢IC

大石田村山IC

村山本飯田IC

村山IC

東根北IC

東根IC

山形PA

南陽PA

山形上山IC

かみのやま温泉IC

南陽高畠IC

米沢北IC

米沢中央IC

米沢八幡原IC

福島大笹生IC

福島JCT

鶴岡
JCT

あつみ温泉IC

(鼠ヶ関IC)

(府屋IC)

(勝木IC)

(北中IC)

(大須戸IC)

朝日まほろばIC

荒川胎内IC

(大須戸第二IC)

事業中 L= 5.8km新庄金山道路

L= 3.5km金山道路

L= 7.2km
真室川雄勝道路

供用済 L= 9.9km主寝坂道路

（うち 山形県内 L=3.0km）

事業中

L= 3.7km横堀道路

事業中

L= 40.8km朝日温海道路

（うち 山形県内 L= 6.7km）

事業中
L= 12.0km酒田みなと～遊佐

事業中
L= 17.9km遊佐象潟道路

（うち 山形県内 L= 8.0km）

梨郷道路 L=7.2km

事業中

小国道路

L=12.7km

（うち 山形県内 L=10.6km)

鷹ノ巣道路

L=5.0km

事業中

新潟山形南部連絡道路

【 区間毎の延長は、実延長で記載 】

事業中

(上院内IC)

(及位IC)

(       )書きIC・JCTは仮称

地域活性化IC

開発IC

事業中(金山北IC)

湯沢IC

湯殿山IC

山形中央IC

霊山IC

桑折
JCT

鶴岡西IC

庄内空港IC

酒田IC

天童IC

山形北IC

笹谷IC

村田JCT

舟形IC

寒河江IC

おいしい
庄内空港

おいしい
山形空港

山形蔵王IC
山形蔵王PA

事業中

5.5km
R2.12.13

供 用

三瀬IC

いらがわIC

鶴岡IC

川原子IC

尾花沢北IC

野黒沢IC

関沢IC
宮城川崎IC

中田IC

寒河江SA SIC

西川IC

庄内あさひIC

酒田
みなとIC

月山湖PA

寒河江SA

櫛引PA

酒田港

山形JCT

山形PA SIC

三関IC

須川IC

R4.10.29
供用

R6.3.24
開通予定

R6.3.23
開通予定 6.5km

令和8年度
開通予定

10.6km
（県内8.0km）

R6.3.9

開通予定

令和7年度
開通予定 7.3km

令和7年度
開通予定

高屋防災

L=4.4km

事業中

高屋道路

L=3.4km

H30.7.15供用

H27.11.8供用

戸沢立川道路

L=5.8km

小
国
町
松
岡

長
井
市
今
泉

南
陽
市
竹
原

供用済

相馬福島道路
（霊山～福島）

L=12.2km

R3.4.24供用

2.0km

10.2km

H31.4.13供用

L=24.4km

神林岩船港IC

村上瀬波温泉IC

村上山辺里IC

朝日三面IC

古関PA

伊達桑折IC

伊達
中央IC

R2.8.2供用

(天童南SIC）

(高畠SIC)

事業中

戸
沢
村
古
口

庄
内
町
狩
川

4.5km

8.9km

村山名取IC

R3.12.1
1供用

R4.11.20
供用 8.2km

石巻新庄道路

事業中

事業中

高速道路整備の進捗状況

全国 ※１ 東北６県 ※２ 山形県

延長(km) 供用率 延長(km) 供用率 延長(km) 供用率

予定路線延長 11,520 1,882 340

供用延長 10,274 89％ 1,767 94％ 286 84％

※１ 旬刊高速道路（発行：全国高速道路建設協議会）令和6年1月25日No.1933号による

※２ 全国高速道路建設協議会調査より 山形県独自集計

凡 例

高規格道路

供用区間（有料）

供用区間（無料）

事業中区間（無料）

調査中区間

構想路線

（仮称）庄内内陸
月山連絡道路

月山IC

■新潟山形南部連絡道路

「片貝～金丸」、「小国～飯豊」

計画段階評価を進めるための調査（R5着手）

新
潟
県
関
川
村
片
貝

新
潟
県
関
川
村
金
丸

新
潟
県
関
川
村
下
川
口

令和６年度

開通予定

(下院内IC)

事業中 L= 6.0km

供用済

供用済

L= 2.4km

L= 2.2km

新庄古口道路

L=10.6km

小国～飯豊

計画段階評価

新
庄
市
升
形

戸
沢
村
津
谷

戸
沢
村
古
口

新
庄
市
本
合
海

新庄IC

山形県の高規格道路の整備状況 令和６年1月3１日現在
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１．事業概要

外航クルーズ船寄港時におけるふ頭内の保安確保のため、保安員の配置及びフェンス等を設置します。

２ 交流を支える交通ネットワークの充実強化２ 交流を支える交通ネットワークの充実強化

２．令和６年度実施内容

・外航クルーズ船受入れのための保安対策の実施

◆酒田港整備事業費（うち外航クルーズ船受入体制整備）◆酒田港整備事業費（うち外航クルーズ船受入体制整備）

外航クルーズ船寄港時の保安員の配置、フェンス等の設置による保安対策の実施

外航クルーズ船寄港時の保安対策

◆酒田港への外航クルーズ船の寄港

･MSCｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾀﾞ13万ﾄﾝ級
（酒田港に寄港したクルーズ船で

過去最大級）

･外航クルーズ船寄港時の様子

･寄港地観光に向かうクルーズ乗船客

･ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾝｾｽ11万ﾄﾝ級

･ふ頭内の臨時観光案内所 ･クルーズ乗船客で賑わう酒田市内
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１．事業概要

山形市中心市街地の文翔館や市役所、新市民会館、遊学館、教育資料館等が立地するエリアにおいて、賑わいや

多様な交流を創出する空間の形成に向けて、交通状況・滞在需要等を検証する社会実験や、ＶＲによる整備イメー

ジを作成し、山形市や関係機関、地域住民と一体となった検討を進めてまいります。

本事業は、県内の他の自治体におけるまちづくりと一体的な取組みのモデル事業として展開していきます。

３ 山形暮らしの魅力向上を支える県土の形成３ 山形暮らしの魅力向上を支える県土の形成

２．令和６年度実施内容

・ 整備イメージＶＲ画像作成

・ ワークショップ支援業務

・ 社会実験

（県道交通規制、交通量調査）

◆まちなか賑わい空間形成事業費◆まちなか賑わい空間形成事業費

航空写真 ︓ 対象範囲（⼭形市旅篭町〜七⽇町地内）
地図データ︓Google, ©2024 CNES / Airbus , Maxar Technologies

︓県道エリア

◆事例紹介：整備イメージＶＲ画像作成઄ワークショップ઄社会実験の参考例

写真︓すずらん街(①)と七⽇町通り(②)における⾞道規制・休憩施設の設置、ほっとなる広場(③)における遊具の設置

① ② ③

【事例１】整備イメージＶＲ画像作成と活用のイメージ

既存データ等により空間基礎データ
を作成

空間基礎データを使って整備イメー
ジを作成

ワークショップ等で整備イメージを
活用⇒円滑な合意形成が期待される

【事例２】山形市によるまちなか賑わいの取組（社会実験）

※ イメージ図 ※ イメージ図 出典︓ZENRIN City 
Asset SeriesTM

写真︓県市町村職員によるまちづくりワー
クショップの様⼦（令和5年村⼭総合⽀庁）
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１．事業概要

山形県が管理する都市公園は、老朽化が進行

しており、施設の修繕・更新が必要となってい

ます。

このため、安全・安心に利用していただける

よう、「山形県都市公園長寿命化計画」を策定

し、計画的に施設の修繕・更新などの長寿命化

対策を実施しています。

３ 山形暮らしの魅力向上を支える県土の形成３ 山形暮らしの魅力向上を支える県土の形成

２．令和６年度実施内容

山形県総合運動公園レクリエーションプー

ルのチューブスライダーや園内トイレ、中山

公園野球場（躯体防水）など９公園で修繕・

更新工事を実施します。

◆都市公園活用推進事業費 （都市公園長寿命化対策）◆都市公園活用推進事業費 （都市公園長寿命化対策）

<事後保全型管理施設>
日常的な維持管理や点検
を行い機能しなくなった
段階で取り換える施設

<予防保全型管理施設>
ライフサイクルコスト縮減効果
の見込み等も勘案して、劣化や
損傷を未然に防止しながら長持
ちさせるべき施設

良

不良

◆事例紹介 ： 山形県総合運動公園 総合体育館アリーナ施設改修（天童市山王地内）

・事業期間 ： 令和２年度～６年度

・事業内容 ： 放送設備、照明設備、サブアリーナ床

メインアリーナ床、屋根等の改修

＜施設の紹介＞ ＜事業概要＞

メインアリーナ床（R５完了） 屋根改修（工事中 R６完了予定）

放送設備（R２完了） 照明設備（R３完了）

総合体育館 全景

メインアリーナ利用状況
（ Bリーグ山形ワイヴァンズ公式戦）

３３





















 


